
平成３０年度 政務活動費 先進都市調査報告書

会派名 新緑会

議員名 早坂 博 羽立 秀光

調査実施年月日 平成３０年１１月１５日（木）

調査先 自治体名等 沖縄県宮古島市

調査項目 エコアイランド政策について

調査目的 エコアイランド宮古島の取組について調査

報告内容

実施したこと

１ 視察先（市町村）の概要

人口：５１，１８６人 行政面積：２０４．２０k㎡
２ 視察内容

・宮古島市の概況について ・宮古島市の産業について

・地下ダム灌漑整備事業について ・宮古島市の基本的な課題について

・エコアイランド宮古島宣言 ・エコアイランド宮古島推進条例について

感想（まとめ）

本市へ生かせること等

◎ 宮古島市の概況について

宮古島は東京から２，０００km、那覇から３００kmで台湾との中間
に位置する島。四方を海に囲まれた隆起サンゴ礁からなる平坦な島で、

大きな河川等は無く、台風や干ばつの影響を受けやすい自然環境にある。

◎ 宮古島市の産業について

宮古島の主な産業は農水産業と観光業であり、農業は基幹作物である

サトウキビの他、葉たばこ、マンゴーなどの果樹栽培、野菜ではゴーヤ

ー、かぼちゃ、とうがんなどの栽培が盛んで、さとうきびと葉たばこに

ついては国内屈指の生産高を誇る。

水産業については、カツオ、マグロなどの魚類漁に加え、クルマエビ

や海ぶどう、もずくの養殖が盛んに行われている。その他地場産業につ

いては、泡盛の製造やミネラル豊富な地下海水でつくる製塩業、伝統工

芸品である「宮古上布」などがある。

宮古島の観光は、美しい海や東平安名崎に代表される自然・景観資源

を豊富に有しているほか、「スポーツアイランド宮古島」を代表する全日

本トライアスロン宮古島大会の開催、宮古島ロックフェスティバルなど、

自然環境を生かしたイベントが数多く開催され、年間約１００万人の観

光客が訪れる。

◎ 地下ダム灌漑整備事業について

厳しい自然環境にある宮古島は、過去に干ばつなどによる大打撃を受

けてきたことから、豊富な地下水を利用することによる水無し農業から



の脱却を目指し、透水性の高い琉球石灰岩の地下に止水壁で貯水ダムを

建設し、水源開発を実施した。（昭和６２年着工、平成１２年完了。）

「エコアイランド宮古島」とは

「いつまでも住み続けられる豊かな島＝持続可能な島づくり」

◎ 宮古島市の基本的な課題

①離島県である沖縄県のさらに離島に位置する宮古島では、食料やエネ

ルギー資源を島外依存。地産地消による資源循環が必要。

⇒地域経済の循環（域外流出の抑制）

⇒外的要因による影響の緩和（セキュリティ）

②ライフスタイルの変化や産業経済活動の活発化に伴う自然環境への負

荷増大。生活の源となる地下水、観光資源でもある自然環境の保全が必

要。

⇒命の水の保全

⇒自然を守ることで島の価値を高め、持続的な観光へ

③人口減少による地域の衰退。地域産業の振興による雇用の確保が必要。

⇒魅力的な仕事

◎ エコアイランド宮古島宣言

生活の豊かさが増す一方で、島の自然環境への負荷は地下水汚染や海

洋汚染等の形で現れはじめたことから、いつまでも住み続けられる豊か

な島を目指すため、①循環型社会の構築、②環境保全の推進、③産業振

興を柱とした「エコアイランド宮古島宣言」を行った。（いつまでも住み

続けられる豊かな島）

≪エコアイランド宮古島宣言２．０≫

１、私たち市民は、島の生活を支えるかげがえのない地下水を守ります。

１、私たち市民は、美しい珊瑚礁を守ります。

１、私たち市民は、みんなの知恵と工夫で、限りある資源とエネルギー

を大切にします。

１、私たち市民は、ゴミのない地球にやさしい美(か)ぎ島(すま)宮古(みゃ
～く)島(ずま)を目指し、一人ひとり行動します。
１、私たち市民は、緑・海・空を守り、すべての生物が共に生きていけ

る環境づくりのため行動します。

１、私たち市民は、よりよい地球環境を取り戻し・守るため、世界の人々

とともに考え・行動し、未来へバトンタッチします。



◎ エコアイランド宮古島推進条例

平成２６年７月に「エコアイランド宮古島の推進に関する条例」を施

行。エコアイランド宮古島の実現に向け、市民、事業者、行政等、宮古

島に関わる全ての人や団体が一体となった取組を推進することを目的と

する。また、本条例に基づき「エコアイランド宮古島推進基本計画」及

び「実施計画」を策定。継続的な取り組みを進める仕組みづくりをして

いる。

本市のエコ政策を考えるうえで、大変参考になりました。


